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 二

十
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人
、
石
垣
り
ん
（
一
九
二
〇
～
二
〇
〇
四
）
は
、
書

誌
が
未
整
備
の
状
態
に
あ
る
。
『
現
代
詩
手
帖
特
集
版 

石
垣
り
ん
』
（
思
潮
社
、
二
〇
〇
五
年
）

に
は
、「
石
垣
り
ん
自
筆
年
譜
」（
二
二
〇
―
二
二
二
頁
）
、
お
よ
び
編
集
部
編
「
石
垣
り
ん
書
誌
」

（
二
二
三
―
二
二
四
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
石
垣
り
ん
書
誌
」
は
、
単
行
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
四
冊
の
詩
集
の
ほ
か
、
五
冊
の
選
詩
集
、
四
冊
の
散
文
集
、
一
冊
の
編
著
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
簡
略
に
記
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
書
誌
と
し
て
は
、
畑
夏
希

氏
に
よ
る
「
石
垣
り
ん
の
初
期
作
品
―
―
『
断
層
』
『
女
子
文
苑
』
『
少
女
画
報
』
掲
載
作
品
を
め

ぐ
っ
て
―
―
」
、
『
実
践
国
文
学
』
八
十
八
号 

二
〇
一
五
年
、
一
〇
〇
―
一
一
二
頁
、
が
あ
る
。 

 

本
稿
「
石
垣
り
ん
戦
前
発
表
作
品
一
覧
」
は
、
畑
夏
希
論
文
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
の
欠
落
を
補

い
、
誤
り
を
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
ま
で
の
発
表
作
品
を
調
査
対
象

と
し
た
。
畑
夏
希
氏
が
調
査
済
の
三
雑
誌
『
女
子
文
苑
』
『
断
層
』
『
少
女
画
報
』
に
加
え
、
『
蝋

人
形
』
『
児
童
文
学
』
『
新
女
苑
』
に
発
表
さ
れ
た
作
品
も
掲
載
し
て
い
る
。
以
上
六
点
の
雑
誌
の

ほ
か
に
、
石
垣
り
ん
が
投
稿
・
発
表
し
た
雑
誌
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
、
石
垣
り
ん
が
発
表
し
た
最
も
古
い
詩
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年

六
月
一
日
発
行
『
女
子
文
苑
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
詩
「
春
は
」
で
あ
る
。
満
年
齢
十
五
歳
三
か

月
、
日
本
興
業
銀
行
で
働
き
は
じ
め
て
か
ら
、
既
に
一
年
以
上
が
経
っ
て
い
た
。
な
お
石
垣
り
ん

は
、
戦
前
発
表
作
品
で
、
専
ら
「
石
垣
り
ん
子
」
の
名
前
を
使
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
他
の
名
前

「
青
空
美
加
」
「
石
垣
り
ん
」
が
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
明
記
し
た
。 

 

初
期
作
品
の
題
材
は
、
満
四
歳
の
時
に
亡
く
し
た
母
親
す
み
、
恋
愛
、
友
情
、
戦
争
と
、
様
々
で

あ
る
が
、
母
親
を
題
材
に
し
た
作
品
が
比
較
的
多
い
。
詩
「
呼
び
得
ぬ
言
葉
」
「
お
か
あ
さ
ん
」

「
お
母
さ
ま
」
「
母
」
「
雪
」
「
母
に
捧
ぐ
」
な
ど
か
ら
は
、
石
垣
り
ん
に
と
っ
て
、
母
親
へ
の
強

い
思
い
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

 

石
垣
り
ん
の
書
誌
は
、
今
後
し
だ
い
に
充
実
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
南
伊
豆
町
立
図
書
館
に
は
、

石
垣
り
ん
所
蔵
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
公
立
施
設
で
あ
る
か
ら
、
収
蔵
資
料
の
詳
細
は
、

い
ず
れ
調
査
の
上
、
発
表
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
石
垣
り
ん
は
戦
災
に
遭
っ
て
お
り
、
戦
前

の
資
料
が
南
伊
豆
町
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
低
い
と
推
測
さ
れ
る
。
戦
前
発
表

作
品
一
覧
が
重
要
な
所
以
で
あ
る
。 

な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
日
本
近
代
文
学
館
お
よ
び
南
伊
豆
町
立
図
書
館
石
垣
り
ん
文

学
記
念
室
の
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

  

一
、
『
女
子
文
苑
』
（
女
子
文
苑
社
・
新
醒
社
） 

 

『
女
子
文
苑
』
は
、
表
紙
記
載
の
雑
誌
名
が
以
下
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
。
出
版
社
は
第
一

号
が
新
醒
社
、
以
降
は
女
子
文
苑
社
で
あ
る
。 

 
①
『
女
子
文
苑
』
（
昭
和
九
年
八
月
一
日
―
昭
和
十
一
年
十
一
月
一
日
） 

②
『
総
合
文
藝
雑
誌 

女
子
文
苑
』
（
昭
和
十
二
年
一
月
一
日
―
昭
和
十
二
年
四
月
一
日
） 

③
『
総
合
文
藝
誌 

女
子
文
苑
』
（
昭
和
十
二
年
五
月
一
日
―
昭
和
十
二
年
七
月
一
日
） 

④
『
女
子
文
苑
』
（
昭
和
十
二
年
八
月
一
日
―
昭
和
十
三
年
三
月
一
日
） 

⑤
『
総
合
文
藝
術
誌 

女
子
文
苑
』
（
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
の
み
） 

⑥
『
総
合
文
藝
雑
誌 
女
子
文
苑
』
（
昭
和
十
三
年
五
月
一
日
―
昭
和
十
三
年
十
二
月
一
日
） 
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⑦
『
女
子
文
苑
』
（
昭
和
十
四
年
一
月
一
日
―
昭
和
十
六
年
八
月
一
日
） 

  

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
六
月
一
日 

第
九
号 

特
集
詩
歌
号 

 
 

［
詩
］
春
は 
二
八
頁 

「
石
垣
り
す
子
」
と
誤
記 

 
 

［
童
謡
］
お
ぼ
ろ
月 

二
九
―
三
〇
頁 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
七
月
一
日 

第
十
号 

特
集
小
品
号 

 
 

［
抒
情
詩
］
路 

三
六
―
三
七
頁 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
八
月
一
日 

第
十
一
号 

 
 

［
歌
謡
］
思
出 

三
九
頁 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
九
月
一
日 

第
十
二
号 

 
 

［
童
話
］
さ
み
ち
や
ん
の
見
た
夢 

三
七
―
三
八
頁 

 
 

［
抒
情
詩
］
あ
る
こ
ゝ
ろ 

四
六
頁 

 
 

［
童
謡
］
西
洋
館 

五
〇
頁 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
十
月
一
日 

第
十
三
号 

オ
ー
ル
文
苑
号 

［
抒
情
詩
］
友
情 

三
七
頁 

［
短
歌
］
（
勤
め
せ
ば
） 

四
九
頁 

「
石
垣
り
ん
」
の
名
前
で
掲
載 

［
俳
句
］
（
水
筒
の
） 

五
〇
頁 

 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
十
一
月
一
日 

第
十
四
号 

［
歌
謡
］
片
思
ひ
な
ら 

四
〇
頁 

 
 

［
抒
情
詩
］
運
命 

四
三
頁 

 
 

［
俳
句
］
（
真
ひ
る
ま
の
） 

六
五
頁 

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
十
二
月
一
日 

第
十
五
号 

［
抒
情
詩
］
或
る
日 

二
四
頁 

［
短
歌
］
（
唯
な
ら
ぬ
） 

七
〇
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
一
月
一
日 

第
三
巻
新
年
号 

女
流
新
人
号 

［
童
話
］
思
ひ
出 

四
七
―
四
八
頁 

［
抒
情
詩
］
人
形 

五
五
頁 

［
戯
曲
］
義
姉
弟 

七
九
―
八
一
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
二
月
一
日 

第
三
巻
第
二
号 

［
自
由
詩
］
ベ
ツ
ト 

六
二
頁 

［
抒
情
詩
］
夕
べ
の
濱 

六
四
頁 

［
短
歌
］
（
な
に
が
な
し
） 

六
九
頁 

［
短
歌
］
（
お
ち
つ
か
ぬ
） 

六
九
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
三
月
一
日 

第
三
巻
第
三
号 

［
抒
情
詩
］
あ
な
た
と
私 

二
七
頁 

［
抒
情
詩
］
こ
ゝ
ろ 

二
七
―
二
八
頁 

 
 

［
歌
謡
］
う
れ
し
い
頃 

五
○
頁 

［
短
歌
］
（
旧
友
に
） 

七
○
頁 

［
短
歌
］
（
い
つ
ま
で
も
） 

七
○
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
四
月
一
日 

第
三
巻
第
四
号 

特
集
詩
歌
号 

［
詩
］
思
ひ
出 

二
五
頁 

［
歌
謡
］
恋
の
花 

五
三
―
五
四
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
五
月
一
日 

第
三
巻
第
五
号 

［
歌
謡
］
娘
十
八 

四
八
頁 

［
短
歌
］
（
妹
の
） 

五
四
頁 

［
短
歌
］
（
霜
ど
け
の
） 

五
四
頁 

［
童
話
］
金
色
の
汽
車 

五
九
―
六
〇
頁 

［
抒
情
詩
］
知
る
故
に 

九
〇
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
六
月
一
日 

第
三
巻
第
六
号 

特
集
小
品
号 

［
詩
］
き
ん
ち
や
く
草
の
花 

二
九
頁 

［
自
由
詩
］
米
を
と
ぐ 

四
一
頁 

［
抒
情
詩
］
呼
び
得
ぬ
言
葉 

五
九
頁 

［
抒
情
詩
］
の
ぞ
み 

五
九
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
七
月
一
日 

第
三
巻
第
七
号 

［
抒
情
詩
］
お
か
あ
さ
ん 

三
一
―
三
二
頁 

［
短
歌
］
（
お
ん
は
ゝ
の
） 

七
三
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
八
月
一
日 

第
三
巻
第
八
号 

［
歌
謡
］
ふ
た
り
で
ゐ
る
と 

四
八
頁 

［
抒
情
詩
］
お
母
さ
ま 

六
八
頁 

［
童
謡
］
や
ぶ
に
ら
み
の
子 

七
五
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
九
月
一
日 

第
三
巻
第
九
号 
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［
抒
情
詩
］
爪 

二
五
頁 

 
 

［
短
歌
］
（
ま
づ
し
さ
を
） 

六
六
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
十
月
一
日 

第
三
巻
第
十
号 

［
抒
情
詩
］
赤
い
金
魚 

四
三
頁 

［
断
章
］
オ
リ
イ
ン
ピ
ツ
ク
放
送
の
或
る
夜 

五
九
頁 

［
歌
謡
］
丘
の
上 

六
四
頁 

［
詩
］
西
瓜 

七
○
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
十
一
月
一
日 

第
三
巻
第
十
一
号 

［
断
章
］
花
街 

四
八
―
四
九
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
一
月
一
日 
第
四
巻
第
一
号 

［
抒
情
詩
］
私
は
…
… 

四
二
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
二
月
一
日 

第
四
巻
第
二
号 

［
童
話
］
心
の
話 

五
二
―
五
三
頁 

［
抒
情
詩
］
ひ
と
み 

六
五
頁 

［
抒
情
詩
］
ゆ
ふ
ぐ
れ 

六
五
頁 

『
断
層
』
第
二
号
掲
載
「
ゆ
ふ
ぐ
れ
」
と
は
別
作
品 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
三
月
一
日 

第
四
巻
第
三
号 

 
 

［
抒
情
詩
］
君
と
在
れ
ば 

六
○
頁 

 
 

［
童
謡
］
冬
の
朝 

六
八
―
六
九
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
四
月
一
日 

第
四
巻
第
四
号 

 
 

［
抒
情
詩
］
映
画
館 

六
七
―
六
八
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
五
月
一
日 

第
四
巻
第
五
号 

特
集
詩
歌
号 

 
 

［
抒
情
詩
］
海
の
林 

二
○
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
年
）
六
月
一
日 

第
四
巻
第
六
号 

 

 
 

［
小
品
］
星
に
寄
せ
て 

二
九
―
三
〇
頁 

 
 

［
自
由
詩
］
働
く 

三
五
頁 

 
 

［
童
謡
］
ぎ
ん
な
ん 

四
二
頁 

 
 

［
抒
情
詩
］
壺 

四
六
―
四
七
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
一
日 

第
四
巻
第
七
号 

 
 

［
童
話
］
地
図 

四
六
―
四
七
頁 

 
 

［
抒
情
詩
］
眞
珠 

五
○
頁 

 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
八
月
一
日 

第
四
巻
第
八
号 

満
三
周
年
記
念
号 

 
 

［
詩
］
夜 

一
五
頁 

［
短
歌
］
（
鉄
筋
の
） 

五
○
頁 

［
童
謡
］ 

春
の
晝 

七
○
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
九
月
一
日 

第
四
巻
第
九
号 

 
 

［
自
由
詩
］
う
た 

三
七
頁 

 
 

［
抒
情
詩
］
遠
い
渚 

四
一
―
四
二
頁 

 
 

［
断
章
］
小
さ
な
地
球 

四
六
―
四
七
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
十
月
一
日 

第
四
巻
第
十
号 

 
 

［
短
歌
］
（
た
の
む
も
の
） 

四
八
頁 

 
 

［
童
謡
］
匂
ひ 

五
一
―
五
二
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
十
一
月
一
日 

第
四
巻
第
十
一
号 

 
 

［
自
由
詩
］
生
き
て
ゐ
る
街 

三
八
頁 

 
 

［
抒
情
詩
］
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
部
屋 

四
四
―
四
五
頁 

 
 

［
童
話
］
風
鈴 

五
一
―
五
二
頁 

 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
十
二
月
一
日 

第
四
巻
第
十
二
号 

 
 

［
抒
情
詩
］
朝
の
言
葉 

三
八
頁 

 
 

［
童
謡
］
煙
草
盆 

四
六
頁 

 
 

［
断
章
］
編
み
物 

四
八
頁 

 
 

［
自
由
詩
］
屋
上 

五
四
頁 

 
 

［
俳
句
］
（
秋
風
や
） 

六
三
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
一
月
一
日 

第
五
巻
第
一
号 

 
 

［
自
由
詩
］
銀
行 

四
六
頁 

 
 

［
童
話
］
英
坊
の
日
記 

六
一
―
六
二
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
二
月
一
日 

第
五
巻
第
二
号 

特
集
詩
歌
号 

 
 

［
抒
情
詩
］
黒
髪 

二
九
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
三
月
一
日 

第
五
巻
第
三
号 

 
 

［
断
章
］
母 

五
八
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
四
月
一
日 

第
五
巻
第
四
号 

 
 

［
抒
情
詩
］
指 

二
六
頁 

 
 

［
自
由
詩
］
給
仕 

二
七
頁 

 
 

［
小
品
］
や
ぶ
入
り 
五
九
―
六
〇
頁 
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一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
五
月
一
日 

第
五
巻
第
五
号 

 
 
 
 

 

 
 

［
自
由
詩
］
唇 

一
九
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
五
巻
第
七
号
掲
載
「
唇
」
と
は
別
作 

 
 
 

品 
［
抒
情
詩
］
唇 

六
○
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
五
巻
第
七
号
掲
載
「
唇
」
と
は
別
作
品 

 
 

［
抒
情
詩
］
浴
場 

六
○
頁 

 

 
 

［
俳
句
］
（
ほ
の
か
に
も
） 

七
二
頁 

 
 

［
俳
句
］
（
春
愁
の
） 

七
三
頁 

 
 

［
俳
句
］
（
春
愁
や
） 

七
三
頁 

 
 

［
俳
句
］
（
庭
石
に
） 
七
三
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
六
月
一
日 

第
五
巻
第
六
号 

 
 

［
自
由
詩
］
肉
體 

一
六
頁 

 
 

［
短
篇
］
勘
定
取
り 

一
九
―
二
〇
頁 

 
 

［
童
謡
］
雪 

三
五
―
三
六
頁 

 
 

［
小
曲
］
夜 

五
七
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
七
月
一
日 

第
五
巻
第
七
号 

 
 

［
自
由
詩
］
希
望 

三
九
頁 

 
 

［
自
由
詩
］
唇 

三
九
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
五
巻
第
五
号
掲
載
「
唇
」
と
は
別
作
品 

 
 

［
小
曲
］
な
げ
き 

四
五
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
八
月
一
日 

第
五
巻
第
八
号 

 
 

［
短
詩
］
草 

二
一
頁 

 
 

［
詩
］
貧
し
き
団
欒 

三
○
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
九
月
一
日 

第
五
巻
第
九
号 

 
 

［
詩
］
朝
の
言
葉 

二
○
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
月
一
日 

第
五
巻
第
十
号 

 
 

［
短
詩
］
生
命
の
頌
「
ゆ
ふ
や
け
」
「
噴
水
１
」
「
噴
水
２
」 

八
頁 

 
 

［
詩
］
戦
ひ 

二
八
頁 

 
 

［
短
篇
］
ひ
と
と
き 

三
九
―
四
○
頁 

 
 

［
小
曲
］
ふ
る
さ
と 

五
四
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
一
月
一
日 

第
五
巻
第
十
一
号 

［
詩
］
母
に
捧
ぐ 

一
八
頁 

『
断
層
』
第
一
号
掲
載
「
母
に
捧
ぐ
」
と
同
作
品 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
二
月
一
日 

第
五
巻
第
十
二
号 

 
 

［
短
章
］
生
命
頌
（
続
）
「
傘
」
「
秋
」 

二
八
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
一
月
一
日 

第
六
巻
第
一
号 

 
 

［
詩
］
樹
木 

二
二
―
二
三
頁 

『
断
層
』
第
三
号
掲
載
「
樹
木
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
二
月
一
日 

第
六
巻
第
二
号 

 
 

［
短
章
］
生
命
頌
（
続
）
「
光
」
「
人
」
「
旻
（
あ
き
の
ひ
）
」
「
落
日
後
」
「
牡
丹
」
「
花
」

「
蝶
」
「
井
戸
」
「
山
並
」
「
祈
」 

二
八
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
三
月
一
日 

第
六
巻
第
三
号 

 
 

［
詩
］
街
の
う
た 

二
六
頁 

『
断
層
』
第
五
号
掲
載
「
街
の
う
た
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
四
月
一
日 

第
六
巻
第
四
号 

 
 

［
詩
］
潮
音 

二
二
頁 

『
断
層
』
第
六
号
掲
載
「
潮
音
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
五
月
一
日 

第
六
巻
第
五
号 

 
 

［
短
文
］
如
来
様 

六
二
―
六
三
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
六
月
一
日 

第
六
巻
第
六
号 

 
 

［
詩
］
墓
碑
銘 

一
六
―
一
七
頁 

『
断
層
』
第
九
号
掲
載
「
墓
碑
銘
」
と
同
作
品 

 
 

［
短
詩
］
桜
花 

二
○
頁 

 
 

［
短
詩
］
航
路 

二
○
頁 

 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
七
月
一
日 

第
六
巻
第
七
号 

 
 

［
詩
］
書
庫
断
想 

一
五
頁 

『
断
層
』
第
十
号
掲
載
「
書
庫
断
想
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
八
月
一
日 

第
六
巻
第
八
号 

 
 

［
詩
］
花
の
晨 

二
二
頁 

『
断
層
』
第
十
一
号
掲
載
「
花
の
晨
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
九
月
一
日 

第
六
巻
第
九
号 

 
 

［
詩
］
我
が
家 

二
五
頁 

『
断
層
』
第
十
二
号
掲
載
「
我
が
家
」
と
同
作
品 

 
 

［
評
論
］
文
苑
研
究
会
窪
川
稲
子
先
生
よ
り
お
話
を
聴
く 

六
七
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
月
一
日 

第
六
巻
第
十
号 

 
 

［
詩
］
波
間
の
唄 

二
○
頁 

『
断
層
』
第
十
三
号
掲
載
「
波
間
の
唄
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
一
月
一
日 

第
六
巻
第
十
一
号 

 
 

［
詩
］
帰
り
来
る
日
―
虚
無
圏
は
白
き
花
野
の
柩
か
な
ー 

二
三
頁 

『
断
層
』
十
四
号
掲
載

「
帰
り
来
る
日
―
虚
無
圏
は
白
き
花
野
の
柩
か
な
ー
」
と
同
作
品 

 
 

［
詩
］
海 

二
三
頁 

『
断
層
』
第
十
四
号
掲
載
「
海
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
二
月
一
日 

第
六
巻
第
十
二
号 

「
病
院
船
」
刊
行
記
念
号 

 
 

［
短
篇
］
お
れ
ん 

二
二
―
二
四
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
三
月
一
日 

第
七
巻
第
三
号 

目
次
は
第
七
巻
第
二
号
と
誤 
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記 

［
詩
］
雨
の
日
の
幻
想 

二
八
頁 

［
詩
］
有
名
な
葬
列 

二
八
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
一
日 

第
七
巻
第
四
号 

 
 

［
詩
］
魚
の
こ
と
ば 

四
四
頁 

『
断
層
』
第
十
九
号
掲
載
「
魚
の
こ
と
ば
」
と
同
作
品 

 
 

［
詩
］
靄 

四
四
頁 

『
断
層
』
第
十
九
号
掲
載
「
靄
」
と
同
作
品 

［
評
論
］
川
路
柳
虹
先
生
に
詩
の
お
話
を
聴
く 

五
八
―
五
九
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
五
月
一
日 

第
七
巻
第
五
号 

 
 

［
随
筆
］
日
本
詩
の
夕 
八
五
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
六
月
一
日 
第
七
巻
第
六
号 

 
 

［
詩
］
六
月
の
配
置 

二
六
頁 

 
 

［
随
筆
］
深
尾
須
磨
子
先
生
に
聴
く 
八
四
―
八
五
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
一
日 

第
七
巻
第
七
号 

 
 

［
詩
］
出
発 

三
〇
頁 

『
断
層
』
第
二
十
二
号
掲
載
「
出
発
」
と
同
作
品 

［
随
筆
］
詩
の
研
究
そ
の
二 

初
学
の
詩
作
法 

六
九
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
八
月
一
日 

第
七
巻
第
八
号 

 
 

［
随
筆
］
六
月 

文
苑
研
究
会
記
事
―
宮
本
百
合
子
先
生
を
囲
ん
で
ー 

会
の
記 

 

六
〇
―
六
一
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
月
一
日 

第
七
巻
第
十
号 

［
詩
］
花
の
海 

二
四
―
二
五
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
一
日 

第
八
巻
第
一
号 

 

［
創
作
］
荷
（
女
子
文
苑
賞
） 

八
―
一
八
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
一
日 

第
八
巻
第
二
号 

 
 

［
詩
］
座
（
断
層
同
人
作
品
） 

四
八
―
四
九
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
八
巻
第
七
号
掲
載
「
座
」

と
は
別
作
品 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
五
月
一
日 

第
八
巻
第
五
号 

 
 

［
詩
］
子
守
唄 

四
三
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
七
月
一
日 

第
八
巻
第
七
号 

 
 

［
創
作
］
葬
列 

一
八
―
二
一
頁 

 
 

［
詩
］
座 

二
八
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
八
巻
第
二
号
掲
載
「
座
」
と
は
別
作
品 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
八
月
一
日 

第
八
巻
第
八
号 

 
 

［
詩
］
花 

一
二
頁 

『
少
女
画
報
』
第
二
十
七
巻
第
八
号
掲
載
「
花
」
と
は
別
作
品 

『
断

層
』
第
三
十
三
号
「
花
」
と
は
別
作
品 

 

二
、
『
断
層
』
（
女
子
文
苑
社
・
文
苑
社
） 

 

出
版
社
は
、
女
子
文
苑
（
昭
和
十
三
年
十
一
月
一
日
―
昭
和
十
七
年
一
月
一
日
）
か
ら
文
苑
社

（
昭
和
十
七
年
二
月
一
日
ー
昭
和
十
八
年
十
月
一
日
）
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
表
紙
記
載
の
雑
誌
名

が
、
以
下
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
。 

 

①
『
女
流
詩
誌 

断
層
』
（
昭
和
十
三
年
十
一
月
一
日
―
昭
和
十
五
年
九
月
一
日
） 

②
『
断
層
』
（
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
―
昭
和
十
八
年
十
月
一
日
） 

  

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
一
月
一
日 

第
一
号 

 
 

［
詩
］
母
に
捧
ぐ 

二
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
五
巻
第
十
一
号
と
同
作
品 

 
 

［
短
章
］
生
命
頌
（
「
木
陰
」
「
雲
」
「
風
」
「
表
札
」
） 

八
頁 

 
 

［
エ
ッ
セ
イ
］
同
人
語 

一
〇
頁 

「
石
層
り
ん
子
」
と
誤
記 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
二
月
一
日 

第
二
号 

 
 

［
詩
］
ゆ
ふ
ぐ
れ 

三
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
四
巻
第
二
号
掲
載
「
ゆ
ふ
ぐ
れ
」
と
は
別
作
品 

 
 

［
短
章
］
生
命
頌
（
続
）
（
「
傘
」
「
秋
」
「
峰
」
「
銀
河
」
「
枯
葉
」
「
星
」
「
手
」
「
鏡
」

「
水
面
」
「
点
描
」
） 

七
―
八
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
一
月
一
日 

第
三
号 

 
 

［
詩
］
樹
木 

一
―
二
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
一
号
掲
載
「
樹
木
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
二
月
一
日 

第
四
号 

 
 

［
詩
］
姉
妹 

五
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
三
月
一
日 

第
五
号 

 
 

［
詩
］
街
の
う
た 

三
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
三
号
掲
載
「
街
の
う
た
」
と
同
作
品 

 
 

［
短
章
］
生
命
頌
（
続
）
（
「
大
地
」
「
雨
」
「
人
」
「
曇
り
日
」
「
雪
」
「
影
」
「
運
命
」

「
就
寝
」
「
弓
」
「
山
」
「
境
界
」
） 

七
―
八
頁 

 
 

［
評
論
］
森
三
那
子
論 

一
〇
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
四
月
一
日 

第
六
号 
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［
詩
］
石
垣
り
ん
子
詩
抄
「
鄙
歌
」
「
影
」
「
舟
歌
」 

［
短
章
］
「
生
命
頌
「
鼓
動
」
「
春
め
く
」
「
弓
」
」 

一
―
二
頁 

『
断
層
』
第
七
号 

掲
載
「
石
垣
り
ん
子
詩
抄
」
と
同
作
品 

 
 

［
詩
］
潮
音 

七
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
四
号
掲
載
「
潮
音
」
と
同
作
品 

 
 

［
評
論
］
石
垣
り
ん
子
論 

一
〇
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
四
月
十
日 

第
七
号 

臨
時
号 

 
 

［
詩
］
石
垣
り
ん
子
詩
抄
「
鄙
歌
」
「
影
」
「
舟
歌
」 

［
短
章
］
「
生
命
頌
「
鼓
動
」
「
春
め
く
」
「
弓
」
」 

一
―
二
頁 

『
断
層
』
六
号
掲
載

「
石
垣
り
ん
子
詩
抄
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
六
月
一
日 
第
九
号 

 
 

［
詩
］
墓
碑
銘 

三
―
四
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
六
号
掲
載
「
墓
碑
銘
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
七
月
一
日 

第
十
号 

 
 

［
詩
］
書
庫
断
想 

四
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
七
号
掲
載
「
書
庫
断
層
」
と
同
作
品 

 
 

［
エ
ッ
セ
イ
］
ら
く
が
き 

一
〇
頁 

 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
八
月
一
日 

第
十
一
号 

 
 

［
詩
］
花
の
晨 

三
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
八
号
掲
載
「
花
の
晨
」
と
同
作
品 

 
 

［
評
論
］
井
川
サ
チ
論 

一
〇
頁 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
九
月
一
日 

第
十
二
号 

 
 

［
詩
］
我
が
家 

四
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
九
号
掲
載
「
我
が
家
」
と
同
作
品 

 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
月
一
日 

第
十
三
号 

 
 

［
詩
］
波
間
の
唄 

五
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
十
号
掲
載
「
波
間
の
唄
」
と
同
作
品 

一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
一
月
一
日 

第
十
四
号 

 
 

［
詩
］
帰
り
来
る
日
―
虚
無
圏
は
白
き
花
野
の
柩
か
な
ー 

八
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第

十
一
号
掲
載
「
帰
り
来
る
日
―
虚
無
圏
は
白
き
花
野
の
柩
か
な
ー
」
と
同
作
品 

 
 

［
詩
］
海 

八
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
六
巻
第
十
一
号
掲
載
「
海
」
と
同
作
品 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
三
月
一
日 

第
十
五
号 

新
春
号 

［
詩
］
水 

五
頁 

［
詩
］
灯 

五
頁 

『
断
層
』
二
十
五
号
掲
載
「
灯
」
と
は
別
作
品 

［
詩
］
霜
夜
に 

五
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四
月
一
日 

第
十
九
号 

［
詩
］
魚
の
こ
と
ば 

三
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
七
巻
第
四
号
掲
載
「
魚
の
こ
と
ば
」
と
同

作
品 

［
詩
］
靄 

三
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
七
巻
第
四
号
掲
載
「
靄
」
と
同
作
品 

［
評
論
］
三
谷
て
る
子
氏
へ 

一
〇
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
五
月
一
日 

第
二
十
号 

［
詩
］
行
程 

八
頁 

 

［
詩
］
夜
風 

八
頁 

［
詩
］
春
の
し
ら
べ 

八
頁 

［
評
論
］
逸
見
貞
子
氏
へ
の
便
り 

一
〇
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
七
月
一
日 

第
二
十
二
号 

［
詩
］
出
発 

三
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
七
巻
第
七
号
掲
載
「
出
発
」
と
同
作
品 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
八
月
一
日 

第
二
十
三
号 

［
詩
］
帰
つ
て
く
る 

四
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
九
月
一
日 

第
二
十
四
号 

［
詩
］
花
の
午
后 

三
頁 

［
詩
］
星
座 

三
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
月
一
日 

第
二
十
五
号 

［
詩
］
水
花
の
座 

三
頁 

［
詩
］
旅
程 

三
頁 

［
詩
］
灯 

三
頁 

『
断
層
』
第
十
五
号
掲
載
「
灯
」
と
は
別
作
品 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
一
月
一
日 

第
二
十
六
号 

［
詩
］
体
操
の
街
（
１
・
２
・
３
） 

七
―
八
頁 

一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
十
二
月
一
日 

第
二
十
七
号 

［
詩
］
遠
い
日
の
た
め
に 

九
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
一
日 

第
二
十
八
号 

［
詩
］
瀧 

六
頁 

［
詩
］
追
想 

六
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
一
日 

第
二
十
九
号 

［
詩
］
慣
例 

八
頁 

［
詩
］
方
位 

八
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
三
月
一
日 

第
三
十
号 

［
詩
］
帰
途 

一
頁 
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［
詩
］
風
景 

一
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
四
月
一
日 

第
三
十
一
号 

［
詩
］
和
合 

六
頁 

［
詩
］
結
合 

六
頁 

［
詩
］
空 
六
頁 

［
編
集
後
記
］
同
人
語 

一
〇
頁 

署
名
Ｒ
・
Ｉ
と
付
記 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
六
月
一
日 

第
三
十
三
号 

［
詩
］
背 

九
頁 

［
詩
］
花 

九
頁 

『
女
子
文
苑
』
第
八
巻
第
八
号
掲
載
「
花
」
と
は
別
作
品 

『
少
女
画
報
』
第
二
十
七
巻
第
八
号
「
花
」
と
は
別
作
品 

［
詩
］
齢 

九
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
七
月
一
日 

第
三
十
四
号 

［
詩
］
人
間
像 

四
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
九
月
一
日 

第
三
十
六
号 

［
詩
］
蝶 

一
五
頁 

［
詩
］
敵
よ 

一
五
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
十
一
月
一
日 

第
三
十
七
号 

［
詩
］
氷
山 

一
七
頁 

［
詩
］
章 

一
七
頁 

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
十
二
月
一
日 

第
三
十
八
号 

［
詩
］
埴
輪 

二
二
頁 

 
 

［
詩
］
顔 

二
二
頁 

『
断
層
』
第
四
十
一
号
掲
載
「
顔
」
と
は
別
作
品 

 
 

［
短
篇
］
空
の
童
話 

三
二
―
三
五
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
一
月
一
日 

第
三
十
九
号 

 
 

［
詩
］
（
特
集 

日
米
開
戦
）
凱
旋
門 

六
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
二
月
一
日 

第
四
十
号 

［
詩
］
爆
破 

二
六
頁 

［
詩
］
木
の
葉 

二
六
頁 

［
詩
］
虹 

二
六
頁 

『
断
層
』
第
四
十
四
号
掲
載
「
虹
」
と
は
別
作
品 

［
エ
ッ
セ
イ
］
詩
に
つ
い
て 

三
四
―
三
七
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
三
月
一
日 

第
四
十
一
号 

［
詩
］
顔 

二
二
頁 

『
断
層
』
第
三
十
八
号
掲
載
「
顔
」
と
は
別
作
品 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
四
月
一
日 

第
四
十
二
号 

［
詩
］
入
城 

七
頁 

［
詩
］
希
ひ 

七
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
五
月
一
日 

第
四
十
三
号 

［
詩
］
（
大
東
亜
決
戦
女
流
詩
集
）
望
郷 

七
頁 

［
エ
ッ
セ
イ
］
（
今
西
き
み
え
姉
を
悼
む
）
同
人
に
代
り
て 

七
〇
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
六
月
一
日 

第
四
十
四
号 

［
詩
］
虹 

二
三
頁 

『
断
層
』
第
四
十
号
掲
載
「
虹
」
と
は
別
作
品 

 
 

［
詩
］
落
下
傘 

二
三
頁 

 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
七
月
一
日 

第
四
十
五
号 

［
詩
］
母
の
手 

一
四
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
八
月
一
日 

第
四
十
六
号 

［
創
作
］
色
眼
鏡 

二
二
―
二
九
頁 

［
評
論
］
「
彼
岸
花
」
評 

思
ふ
ま
ま
に 

六
二
―
六
三
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
十
月
一
日 

第
四
十
八
号 

［
詩
］
契 

標
題
紙
に
掲
載 

［
詩
］
海
女
の
う
た 

八
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
十
一
月
一
日 

第
四
十
九
号 

［
詩
］
送
別 

一
六
頁 

一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
十
二
月
一
日 

第
五
十
号 

［
詩
］
空
を
仰
ぐ
と 

六
頁 

［
詩
］
ふ
た
り
そ
ろ
つ
て 

六
頁 

［
詩
］
碑
銘 

六
頁 

［
詩
］
未
知 

六
頁 

［
短
篇
］
二
つ
の
帯
留 

三
二
―
三
三
頁 

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
二
月
一
日 

第
五
十
一
号 

［
詩
］
扉 

一
九
頁 

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
三
月
一
日 

第
五
十
二
号 

［
詩
］
手 
一
一
頁 

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
五
月
一
日 

第
五
十
四
号 
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［
創
作
］
幕
張
行 

二
―
二
一
頁 

 
 

［
詩
］
地
蔵
尊 

二
六
頁 

［
詩
］
悔 

二
六
頁 

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
六
月
二
十
五
日 

第
五
十
五
号 

 
 

［
詩
］
海
を
見
る
人 

七
頁 

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
七
月
一
日 

第
五
十
六
号 

［
詩
］
短
章 

一
〇
頁 

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
九
月
一
日 

第
五
十
八
号 

 
 

［
詩
］
短
章 

一
〇
頁 

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
十
月
一
日 
第
五
十
九
号 

 
 

［
詩
］
短
章 

五
頁 

 
 

  

三
、
『
蝋
人
形
』
（
蝋
人
形
社
） 

 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
八
月
一
日 

八
月
号 

［
短
歌
］
（
何
と
な
く
） 

一
〇
〇
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
四
月
一
日 

四
月
号 

［
童
謡
］
歌
時
計 

一
〇
〇
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
六
月
一
日 

六
月
号 

 
 

［
小
曲
］
遠
や
ま 

八
八
―
八
九
頁 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
九
月
一
日 

九
月
号 

 

［
小
曲
］
日
記
帳 

八
五
頁 

 

四
、
『
少
女
画
報
』
（
新
泉
社
・
東
京
社
） 

 

出
版
社
は
、
新
泉
社
（
第
二
十
五
巻
・
第
二
十
六
巻
）
か
ら
東
京
社
（
第
二
十
七
巻
）
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。 

 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
十
一
月
一
日 

第
二
十
五
巻
十
二
号 

 

［
詩
］
（
選
考
外
）
ね
え
や
よ
り 

二
三
七
頁 

「
青
空
美
加
」
の
名
前
で
掲
載 

題 

名
の
み
掲
載 

［
詩
］
秋
の
枯
葉 

二
四
四
頁 

「
青
空
美
加
」
の
名
前
で
掲
載 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
一
月
一
日 

第
二
十
六
巻
第
一
号 

［
詩
］
（
選
考
外
） 

二
七
三
頁 

「
青
空
美
加
」
の
名
前
で
掲
載 

題
名
・
本
文
な 

 
 

し 

一
九
三
七
（
昭
和
十
三
）
年
八
月
一
日 

第
二
十
七
巻
第
八
号 

［
詩
］
花 

二
六
一
頁 

「
石
垣
り
ん
子
」
の
名
前
で
掲
載 

『
女
子
文
苑
』
第
八
巻
第
八
号

掲
載
「
花
」
と
は
別
作
品 

『
断
層
』
第
三
十
三
号
掲
載
「
花
」
と
は
別
作
品 

 

五
、
『
児
童
文
学
』
（
鳩
居
書
房
） 

 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
九
月
一
日 

第
二
巻
第
九
号 

 
 

［
童
謡
］
月
の
出 

三
〇
―
三
一
頁 

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
十
二
月
一
日 

第
二
巻
第
十
二
号 

［
童
謡
］
す
ゝ
き 

二
九
頁 

 

六
、
『
新
女
苑
』
（
実
業
之
日
本
社
） 

 

一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
十
二
月
一
日 

第
一
巻
第
十
二
号 

［
詩
］
村 

三
五
五
頁 

一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
二
月
一
日 

第
二
巻
第
二
号 

［
詩
］
誕
生 

三
五
六
頁 

 


